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唾ヨF 要 1:::::. 
Eヨの

植物組織においてセノレロースとともに主要な構成成分をなしているリグニンが，どのような代謝過

程を経て生合成されてくるかということについては数多くのすぐれた研究がすでに報告されている。

そして，光合成によって生成したグノレコースがシキミ酸を経てフェニノレプロパン体となり最終的にリ

ク守ニン lこまで変化するということがほぼ明らかになっている。しかしながら， リグニン生合成の一連

の過程に含まれる多くの宗反応がそれぞれどのような酵素によって触媒されるかということについて

は知見にとぼしい現状である。とはいえ，最後の生合成ステップであるフェニノレプロパン体からリグ

ニンへの変化の過程を触媒する酵来については，古くからかなり研究がなされており，二つの異なっ

た見解が出されている。

Freudenberg 等はマッシュノレームのポリブェノーノレオキシダーゼやウノレシのラッカーゼがコニフ

ェリ jレアノレコーノレのリク、、ニンへの変化を触媒するという実験事実にもとづいて， リグニンの生合成に

IÄl与する酵素はラッカーゼであると主張した。一方 Siegel や樋口等は，過酸化水系の存在下でコニ

フェリノレアノレコーノレがペノレオキシダーゼによって酸化されることを示し， リクーニンの生合成に関与し

ているのはペjレオキシダーゼであろうと推察したD

実際， ラッカーゼ型の酵素の役割一一特にウノレシのラッカーゼの役割 l乙ついては， リグニンが高等

植物一般に広く分布しているのに反して，ラッカーゼの分布がごくかぎられていることから考えて疑

問に思われる。

一般的にいえばラッカーゼやペノレオキシダーゼは共に基質特異性が低く，数多くのフェノーノレ性の

物質を酸化するということが知られているので，酵素活性を測定することからだけでは， リクーニン生

合成に関与する酵来の本性を簡単に論ずることはできないが，これまでのリグニン生合成の酵素化学

的な研究においては，酵素標品としては粗抽出液ないしは未精製の椋品が用いられていたので，少な
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くとも精製酵素標品を用いてはっきりした知見を得ることが必要と考えた。

そこでウルシのアセトン粉末からラッカーゼの精製を試み，精製ラッカーゼ標品がコニフェリノレア

jレコーノレ酸化活性を持・っているかどうかが再検討された。その結果，乙れまでいわれていたように，

抽出液や組酵素標品ではコニフェリノレアノレコーノレ酸化活性が認められるにもかかわらず，精製ラッカ

ーゼでは検出されないことを見出したので，抽出液の酵素活性の検討とラッカーゼの精製方法の改良

を試み，新たに次のような知見を得た。すなわち，ウノレシのアセトン粉末は，すでに古く薬師寺によ

って報告されている如く，ラッカーゼの他にペルオキシダーゼを含んでいるが，その他にもう一種フ

ェノラーゼを少量含んでいることが分った。

過酸化水素がないときに粗酵素牒品が示すコニフェリノレアノレコーノレ酸化活性がラッカーゼに由来す

るものではなくてフェノラーゼ作用によるものであることが判明した。

精製ラッカーゼは，純度，吸収スペクトノレ，酵素活性などの点から見て，これまでに得られている

最純の標品に匹敵するものであり，この実験から得られた椋品が，部分的な失活を受けたために，コ

ニブェリノレアノレコーノレ酸化活性を失ったとは考えられない。この標品は ρ-cresol のようなモノブェ

ノーノレに対してだけでなく， guaiacol や coniferyl alcohol のようなグアヤシノレ化合物に対しても活

性を持っていない。

フェノラーゼは，ジャガイモのチロジナーゼと異なり，グアヤシノレ化合物の酸化を触媒することが

でき，一酸化炭素で影響を受けないが，無色の標品であり明らかにラッカーゼとは異なっている。

またペノレオキシダーゼは，実際に含まれている量は非常に少なくて，過酸化水素共存下でのみ，活

性を有しているが，フェノラーゼの活性に比べて非常に高い活性を示す乙とから考えてリグニンの生

合成に関与している可能性が十分に考えられた。

論文の審査結果の要旨

中村君の論文は，、リグニンの生合成に関する酵来化学的研究、 を内容としたものである。木材の

約50巧を占めるリグニンはコニフェリーノレ，シナピーノレおよび、パラークマリノレアノレコーノレの重合物で

あるが，裸子，双子葉および単子葉植物によって組成が等しくないとはいえ，それらアノレコーノレが脱

水素重合をおこなってリクボニンになると信じられている D この重合反応のきっかけとなる反応を触媒

する酵素としてラッカーゼ，ペノレオキシダーゼあるいはポリフェノーノレオキシダーゼがあげられてい

るが，中村君はペノレオキシダーゼであると結論できるいろいろな証拠をあげた。

中村君は先人の用いたラッカーゼがコニフェリノレアノレコーノレを酸化する事実を認めたが，それはラ

ッカーゼの粗酵素標品にあてはまることであって，純ラッカーゼ標品については否定的結果を得た。

すなわち，粗酵素原品を純化操作 11-1 1こ分離される少量のポリフェノールオキシダーゼと微量のペノレオ

キシダーゼがコニフェリルアルコールの好気的酸化を触媒するのであって，均一性の証明されたラッ

カーゼ標品によっては全く酸化されないことを証明したのである。つぎに，ポリフェノーノレオキシダ
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ーゼとペノレオキシダーゼのいずれがリグニン形成に主役を演ずるものであるかを決定するために， リ

グニン形成の旺盛なタケノコを材料にして，そこにポリフェノーノレオキシダーゼが検出されず，ペノレ

オキシダーゼが多いことを明らかにした一方，抽出精製したタケノコの高純度ベノレオキシダーゼの属

性を検討し，細胞内条件に近い実験条件下で微量のコニヲェリノレアノレコーノレを容易に脱水素重合する

ことを証明した。したがって， リグ、ニン形成にはたらく酵素としては植物界に広く分布しているペノレ

オキシダーゼこそ，その主役であると結論できたのである。

要するに中村君の論文は，参考論文に明らかなように，植物のペノレオキシダーゼの酵素化学的研究

を発展させて，古くから論議の多かったリクーニン形成に関する酵素の問題に明確な証拠をあげたもの

であるから，植物生理学に大きな貢献をなしたものである。したがって，同君の論文を理学博土の学

位論文として十分価値あものと認める。
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